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「
企
業
統
治
」（corporate governance

）
は
、

先
進
国
か
開
発
途
上
国
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
一

九
九
○
年
代
以
降
の
企
業
法
制
改
革
の
重
要
な
キ

ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
き
た
。
企
業
統
治
が
果
た
そ

う
と
す
る
役
割
を
端
的
に
言
え
ば
、
経
営
者
の
暴

走
を
ど
の
よ
う
に
防
止
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
大
会
社
や
公
開
会
社
に
お
い
て
株

式
保
有
の
分
散
化
（
所
有
と
経
営
の
分
離
）
が
進

み
、
経
営
者
に
対
す
る
監
視
・
監
督
が
機
能
し
な

い
こ
と
や
、
創
業
者
一
族
や
金
融
機
関
な
ど
支
配

株
主
の
存
在
に
起
因
す
る
少
数
株
主
の
搾
取
な
ど

の
問
題
の
解
決
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
経
済
危
機
後
、
開
発
途
上

国
の
国
内
法
制
の
脆
弱
性
が
問
題
視
さ
れ
た
が
、

制
度
改
革
支
援
に
乗
り
出
し
た
世
銀
・
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、

創
業
者
一
族
な
ど
支
配
株
主
に
よ
っ
て
少
数
株
主

の
搾
取
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
是
正
の
た
め
企

業
統
治
の
改
善
・
確
立
が
経
済
再
建
の
前
提
条
件

で
あ
る
と
説
い
た
。
一
九
九
九
年
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
は
、
企
業
統
治
原
則

（
以
下
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
原
則
）
を
採
択
し
、
世
銀
な

ど
と
と
も
に
非
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
を
含
む
企
業
統
治

の
改
善
・
強
化
を
進
め
て
い
る
。
は
た
し
て
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
企
業
統
治
原
則
は
国
際
的
な
ル
ー
ル
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
性
質
を
有
し
、
開
発
途
上
国
に
お
け

る
企
業
統
治
改
革
の
推
進
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
意
義
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

●
企
業
統
治
改
革
の
世
界
的
波
及

企
業
統
治
は
、
①
株
主
ま
た
は
取
締
役
会
に
よ

る
経
営
者
の
監
視
・
監
督
を
出
発
点
と
し
な
が
ら
、

②
市
場
に
よ
る
規
律
づ
け
、
③
債
権
者
、
労
働
者

そ
の
他
の
利
害
関
係
者
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
）

に
よ
る
規
律
づ
け
な
ど
を
含
む
広
い
概
念
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
企
業
統
治
に
関
わ
る
法
分
野
も
広

く
、
会
社
法
・
商
法
、
証
券
取
引
法
、
会
計
基
準
、

監
査
基
準
、
倒
産
法
、
担
保
法
、
さ
ら
に
は
、
紛

争
処
理
制
度
に
及
ぶ
。
こ
の
な
か
で
、
国
際
会
計

基
準
、
国
際
監
査
基
準
な
ど
国
際
ル
ー
ル
形
成
が

近
年
急
速
に
進
展
し
た
分
野
が
あ
る
一
方
で
、
会

社
法
（
商
法
典
）
や
証
券
取
引
法
な
ど
の
法
分
野

に
お
い
て
は
、
国
際
ル
ー
ル
形
成
は
、
地
域
的
な

試
み
を
除
く
と
成
功
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
分
野
で
は
一
定
の
（
主
と
し
て
米
英

の
）
法
制
モ
デ
ル
が
事
実
上
影
響
力
を
有
し
て
き

た
。
例
え
ば
、
二
○
○
一
年
の
エ
ン
ロ
ン
社
な
ど

相
次
ぐ
大
企
業
の
経
営
破
綻
は
米
国
の
企
業
統
治

モ
デ
ル
に
対
す
る
信
頼
を
揺
る
が
す
大
事
件
で
あ

っ
た
が
、
対
応
策
と
し
て
米
国
が
制
定
し
た
サ
ー

ベ
ン
ス
・
オ
ッ
ク
ス
レ
ー
法
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ

れ
た
諸
改
革
に
追
随
す
る
動
き
が
多
く
の
国
で
見

ら
れ
る
。
あ
る
国
に
お
け
る
制
度
の
革
新
が
そ
の

有
用
性
ゆ
え
に
他
国
に
よ
っ
て
模
倣
さ
れ
る
と
い

う
パ
タ
ー
ン
は
、
企
業
法
の
分
野
に
お
い
て
よ
り

顕
著
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

他
方
、
米
国
モ
デ
ル
の
影
響
力
を
過
度
に
強
調

す
る
こ
と
は
一
面
的
で
あ
ろ
う
。
欧
州
諸
国
を
含

め
、
企
業
統
治
を
め
ぐ
る
長
年
の
議
論
の
結
果
、

監
督
と
執
行
の
分
離
な
ど
企
業
統
治
の
基
本
的
要

素
に
つ
い
て
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
る
と
主
張
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
取
締
役
会
に
よ
る
経
営

者
に
対
す
る
監
督
機
能
の
強
化
の
た
め
、
社
外
取

締
役
（
独
立
取
締
役
を
含
む
）
を
増
や
し
た
り
、

取
締
役
会
内
の
監
査
委
員
会
の
設
置
と
い
っ
た
仕

組
み
は
多
数
の
国
で
採
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の

ほ
か
に
、
少
数
株
主
権
の
強
化
、
累
積
投
票
制
度
、

委
任
状
規
制
、
株
主
代
表
訴
訟
、
集
団
訴
訟
（
ク

ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
）
の
導
入
等
も
企
業
統
治
規
制

の
水
準
を
示
す
指
標
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。

企
業
法
は
、
企
業
不
祥
事
や
経
営
破
綻
に
対
す

る
対
応
の
積
み
重
ね
を
通
じ
て
発
展
し
て
き
た
が
、

現
在
の
企
業
統
治
に
関
す
る
議
論
は
、
米
英
に
お

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
企
業
統
治
原
則
と
開
発
途
上
国
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け
る
一
九
八
○
年
代
の
改
革
論
議
を
端
緒
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
世
界
的
な
広
が
り
を
も
っ

た
背
景
に
は
次
の
よ
う
な
要
因
が
あ
る
。

第
一
に
、
各
国
に
お
い
て
大
企
業
や
公
開
企
業

の
不
祥
事
・
経
営
破
綻
が
相
次
ぎ
、
抜
本
的
な
企

業
法
制
改
革
を
必
要
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
と
り

わ
け
経
済
危
機
の
発
生
は
、
各
国
に
抜
本
的
な
改

革
を
迫
る
契
機
と
な
っ
た
。

第
二
に
、
上
述
の
よ
う
に
、
証
券
規
制
な
ど
の

分
野
に
お
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ロ
ン
ド
ン

と
い
う
巨
大
な
証
券
市
場
を
擁
す
る
米
英
の
法
制

モ
デ
ル
が
影
響
力
を
有
し
、
米
英
の
改
革
が
各
国

に
モ
デ
ル
を
提
供
し
た
。
証
券
市
場
の
整
備
・
発

展
は
多
く
の
開
発
途
上
国
に
お
い
て
す
で
に
重
要

な
課
題
で
あ
っ
た
。
近
年
の
開
発
途
上
国
へ
の
制

度
改
革
支
援
に
お
い
て
、
国
際
組
織
や
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
米
英
モ
デ
ル
に
準
拠
す
る
傾
向
が
あ
る

と
言
わ
れ
る
。
他
方
、
開
発
途
上
国
側
で
も
、
金

融
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
も
と
で
米
英
モ
デ
ル
へ
の

準
拠
が
自
国
企
業
や
自
国
市
場
に
対
す
る
外
国
人

投
資
家
の
信
認
を
得
る
た
め
有
利
で
あ
る
と
考
え
、

か
か
る
モ
デ
ル
へ
の
準
拠
を
進
め
た
。
市
場
の
圧

力
が
米
英
モ
デ
ル
の
準
拠
を
促
し
た
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
米
国
市
場
へ
上
場
し
た
外
国
企
業
が
米
国

基
準
に
従
う
場
合
も
、
企
業
レ
ベ
ル
で
米
国
型
の

企
業
統
治
を
広
め
る
効
果
を
持
つ
。
二
○
○
五
年

末
現
在
で
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
八
一
社
を
含

む
四
五
三
社
の
非
米
国
企
業
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
証

券
取
引
所
に
上
場
し
て
い
る
。

各
国
の
証
券
取
引
委
員
会
（
以
下
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）

の
協
力
機
関
で
あ
る
証
券
監
督
者
国
際
機
構
（
Ｉ

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
の
創
設
や
活
動
に
は
、
米
国
Ｓ
Ｅ
Ｃ

が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
米
国
モ
デ

ル
の
輸
出
努
力
の
一
端
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。

Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
、
一
九
七
四
年
に
米
国
Ｓ
Ｅ
Ｃ
主

導
で
設
立
さ
れ
た
米
州
諸
国
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
等
の
協
力

機
構
を
前
身
と
し
、
一
九
八
四
年
に
全
世
界
の
Ｓ

Ｅ
Ｃ
等
の
協
力
機
関
と
し
て
改
組
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
証
券
規
制
に
関
す
る
コ
ア

原
則
な
ど
ル
ー
ル
作
り
を
進
め
る
ほ
か
、
近
年
の

国
際
会
計
基
準
な
ど
の
ル
ー
ル
作
り
の
進
展
に
Ｉ

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
働
き
か
け
も
あ
っ
た
点
な
ど
、
企
業

統
治
の
分
野
で
影
響
力
を
有
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｏ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
に
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
二
一
機
関
を
含

む
一
○
八
機
関
（
通
常
会
員
）
が
加
盟
す
る
。

●
証
券
取
引
委
員
会
と
自
主
規
制
機
関

米
国
法
を
モ
デ
ル
と
す
る
証
券
市
場
整
備
が
各

国
で
進
み
、
独
立
で
強
力
な
監
督
権
限
を
有
す
る

Ｓ
Ｅ
Ｃ
を
設
置
し
た
り
、
証
券
取
引
所
に
自
己
規

制
機
関
（
Ｓ
Ｒ
Ｏ
）
と
し
て
広
範
な
規
則
制
定
を

認
め
る
国
が
増
加
し
た
点
は
、
企
業
統
治
の
波
及

に
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
諸
国
で
は

企
業
統
治
の
強
化
・
改
善
を
目
的
と
す
る
規
制
が
、

各
国
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
規
則
や
、
証
券
取
引
所
の
上
場
規

則
等
の
形
式
で
制
定
さ
れ
、
規
制
強
化
を
円
滑
に

進
め
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
こ
う
し
た
規
制
を

法
律
に
よ
っ
て
明
定
す
る
国
も
見
ら
れ
る
が
、
議

会
が
介
在
し
な
い
諸
規
則
に
よ
る
規
制
は
大
胆
な

改
革
を
速
や
か
に
導
入
す
る
上
で
有
利
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
上
述
の
監
査
委
員
会
の
設
置
は
、
近

年
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
上
場
企
業
等
に
対
す
る
義

務
づ
け
が
進
ん
だ
が
、
そ
の
方
法
と
し
て
上
場
規

則
や
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
規
則
に
依
拠
し
た
国
が
少
な
く
な

い
。
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
証
券
取
引
所
の

上
場
規
則
、
さ
ら
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
規
則
に
よ
っ
て
義

務
づ
け
て
い
る
。
他
方
、
日
本
、
韓
国
な
ど
法
律

に
よ
っ
て
明
記
し
た
国
も
あ
る
が
、
例
え
ば
韓
国

に
お
い
て
法
改
正
を
め
ぐ
っ
て
議
会
内
外
で
大
き

な
論
争
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
上
場

規
則
等
に
よ
る
義
務
づ
け
を
行
っ
た
国
で
は
、
政

治
的
な
反
発
は
相
対
的
に
小
さ
か
っ
た
。

●
企
業
統
治
原
則
が
果
た
し
た
役
割

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
原
則
の
採
択
さ
れ
た
背
景
に
は
、
原

則
や
コ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
企
業
統
治
に
関
す
る
非

拘
束
的
な
文
書
の
採
択
が
、
各
国
の
企
業
統
治
改

革
を
進
め
る
上
で
、
共
通
の
ツ
ー
ル
と
な
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
非
拘
束
的
な
文
書
の
利
用
は
、
米
英

の
企
業
統
治
改
革
論
議
の
な
か
で
生
み
出
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
代
表
は
ア
メ
リ
カ
法

律
協
会
（
Ａ
Ｌ
Ｉ
）
が
一
九
九
二
年
に
公
表
し
た

『
企
業
統
治
の
原
則　

分
析
と
勧
告
』
で
あ
る
。

連
邦
制
を
と
る
米
国
で
は
、
各
州
の
法
の
統
一
・

調
和
の
た
め
、
判
例
法
の
現
状
を
示
す
リ
ス
テ
イ

ト
メ
ン
ト
や
モ
デ
ル
法
の
採
択
が
各
分
野
で
進
め

ら
れ
て
き
た
。
州
が
管
轄
す
る
会
社
法
に
つ
い
て

は
、
判
例
法
、
州
の
制
定
法
、
会
社
実
務
が
混
在

し
、
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
や
モ
デ
ル
法
と
い
っ
た

手
法
は
困
難
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、

あ
る
べ
き
法
や
会
社
実
務
へ
の
勧
告
を
盛
り
込
む

形
が
選
ば
れ
た
。
英
国
に
お
い
て
も
一
九
九
二
年

の
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
報
告
か
ら
一
九
九
八
年
の
ハ
ン
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ペ
ル
報
告
に
い
た
る
諸
報
告
書
が
企
業
統

治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
広
範
な
改
革
の
指

針
を
示
し
た
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
原
則
は
、
各
国
の
議
論
や
改

革
動
向
を
反
映
す
る
も
の
で
、
原
則
と
解

説
の
二
つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ
る
。
原
則

は
、「
株
主
の
権
利
」、「
株
主
の
衡
平
」、

「
企
業
統
治
に
お
け
る
利
害
関
係
者
の
役

割
」、「
開
示
と
透
明
性
」、「
取
締
役
会
の

責
任
」
の
五
項
目
か
ら
な
る
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
原
則
自
体
は
各
国
政
府
に
何

ら
か
の
具
体
的
措
置
を
と
る
義
務
を
課
す

も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
モ
デ
ル
法
の
よ

う
に
国
内
法
化
さ
れ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

て
い
な
い
。
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に

応
じ
た
対
応
を
と
る
べ
き
と
さ
れ
、
各
国

の
法
律
が
定
め
る
べ
き
具
体
的
な
制
度
の

詳
細
も
定
め
て
い
な
い
。
同
原
則
は
、
各

国
の
政
策
担
当
者
、
証
券
取
引
所
、
各
国

Ｓ
Ｅ
Ｃ
、
公
開
企
業
、
経
済
界
等
の
諸
ア

ク
タ
ー
が
参
照
す
べ
き
指
針
な
い
し
は
枠
組
み
を

示
す
点
に
特
色
が
あ
る
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
で
の
議
論
の
影
響
を
受
け
て
、

企
業
統
治
に
関
す
る
原
則
や
コ
ー
ド
と
い
っ
た
名

称
の
文
書
の
採
択
が
世
界
的
に
広
が
り
を
見
せ
た
。

表
１
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
は

企
業
統
治
に
関
す
る
原
則
・
コ
ー
ド
の
採
択
が
、

一
九
九
○
年
代
末
以
降
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
原
則
の
影
響
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
原
則
・
コ
ー
ド
の
制
定
主
体
は
国
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
各
国
Ｓ
Ｅ
Ｃ
、
証
券
取
引
所
、
経
済
団

体
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
ま
た
は
民
間
レ

ベ
ル
で
「
企
業
統
治
委
員
会
」
と
い
っ
た
名
称
の

組
織
作
り
が
行
わ
れ
た
国
も
あ
る
。
国
に
よ
っ
て

は
罰
則
を
設
け
、
拘
束
力
を
有
す
る
も
の
も
あ
る

が
、
多
く
の
文
書
は
法
的
拘
束
力
を
持
た
な
い
。

一
般
に
、
国
際
機
関
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や

協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
各
国
に
よ
る
ル
ー
ル
の
遵
守

な
い
し
は
受
入
を
促
す
と
考
え
ら
れ
る
。
同
原
則

の
場
合
、
非
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
に
対
す
る
普
及
メ
カ

ニ
ズ
ム
作
り
が
進
め
ら
れ
た
点
が
特
徴
で
あ
る
。

ま
ず
企
業
統
治
改
革
が
必
要
と
見
な
さ
れ
た
五
地

域
に
つ
い
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
・
世
銀
が
中
心
と
な
り
、

企
業
統
治
地
域
円
卓
会
議
（C

orporate G
over-

nance R
egional R

oundtables

）
が
創
設
さ
れ
、

企
業
統
治
に
関
す
る
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
る

（
表
２
参
照
）。
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
ア
ジ
ア
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
（E

urasia

）、
南
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

（South E
ast E

urope

）、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、

ロ
シ
ア
の
五
地
域
で
あ
る
。
各
円
卓
会
議
が
開
始

さ
れ
た
年
は
異
な
る
が
、
各
会
議
で
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

原
則
に
従
い
、
総
論
、
開
示
、
株
主
の
権
利
及
び

衡
平
な
待
遇
、
取
締
役
と
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

役
割
、
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
二
○
○
二
〜
○
四
年
に
は
各
円
卓
会
議
で
の

議
論
を
総
括
し
た
『
企
業
統
治
白
書
』
が
地
域
ご

と
に
採
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
に
つ

い
て
も
サ
ー
ベ
イ
が
行
わ
れ
、
上
述
の
白
書
の
議

論
と
と
も
に
、
二
○
○
四
年
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
原
則
が

改
定
さ
れ
た
。
改
訂
版
で
は
新
た
に
「
実
効
的
企

業
統
治
の
枠
組
み
の
た
め
の
基
礎
の
確
立
」
が
追

加
さ
れ
た
ほ
か
、
旧
版
の
「
株
主
の
権
利
」
は
、

「
株
主
の
権
利
及
び
鍵
と
な
る
所
有
機
能
」
に
変

更
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
企
業
統
治
の
確
立
に

お
け
る
法
律
や
規
制
の
整
備
の
重
要
性
を
指
摘
し
、

透
明
性
、
法
の
支
配
と
の
適
合
性
な
ど
を
求
め
て

い
る
。
後
者
で
は
、
機
関
投
資
家
の
役
割
や
果
た

す
べ
き
責
務
に
つ
き
、
指
標
を
設
け
て
い
る
。

各
論
に
関
す
る
ル
ー
ル
作
り
も
進
め
ら
れ
て
い

る
。
一
つ
は
、
国
有
企
業
の
企
業
統
治
の
問
題
で

あ
り
、
す
で
に
『
国
有
企
業
の
企
業
統
治
に
関
す

る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
が
二
○
○
五
年
に

公
表
さ
れ
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
原
則
に
対
応
し
た
章
構

成
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
非
上
場
会
社
の
企
業
統
治
へ
の
取
り
組

み
も
開
始
さ
れ
、
二
○
○
五
年
四
月
に
「
非
上
場

会
社
の
企
業
統
治
に
関
す
る
国
際
専
門
家
会
議
」

が
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
三
六

カ
国
の
多
く
が
非
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
で
あ
っ
た
。
同

会
議
で
は
、
①
非
上
場
会
社
の
企
業
統
治
の
性
格
、

②
非
上
場
会
社
の
企
業
統
治
改
善
の
た
め
の
原
動

力
、
③
非
上
場
会
社
の
良
き
企
業
統
治
の
支
援
に

お
け
る
公
的
政
策
枠
組
み
、
が
議
論
さ
れ
た
。

白
書
を
採
択
し
た
後
の
地
域
円
卓
会
議
で
は
、

改
定
原
則
の
実
施
と
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
や
、

白
書
で
示
さ
れ
た
各
分
野
の
優
先
分
野
な
ど
が
議

論
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
○
○
五
年
九
月
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
で
開
催
さ
れ
た
第
七
回

ア
ジ
ア
地
域
企
業
統
治
円
卓
会
議
で
は
、
①
銀
行

の
企
業
統
治
、
②
ア
ジ
ア
企
業
統
治
白
書
後
の
政

策
改
革
の
進
捗
状
況
の
点
検
、
③
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
企
業

統
治
原
則
実
施
に
お
け
る
取
締
役
会
の
役
割
、
④

国
有
企
業
の
企
業
統
治
の
四
つ
の
議
題
が
議
論
さ

フォーラム名称 創設年

企業統治円卓会議

アジア 1999
ラテンアメリカ 2000
南東ヨーロッパ 2001
ユーラシア 2000
ロシア 1999

中東・北アフリカ企業統治フォーラム 2003
汎アフリカ企業統治協議フォーラム 2001
カリブ企業統治フォーラム 2004

表２　 非ＯＥＣＤ諸国を対象とする企

業統治に関するフォーラム

（出所）OECD資料より筆者作成。

中国 2002 年 1 月：上場企業統治準則（中国証券監督管理委員会／国家経済貿易
委員会）

韓国 1999 年 9 月：企業支配構造模範基準（企業支配構造改善委員会｜証券取引
所を中心に設置）

台湾 2002 年 10 月：「上場・店頭公開企業の企業統治のベスト・プラクティス原
則」（台湾証券取引所／証券店頭取引センター）

シンガポール 2001 年 3月：企業統治コード（企業統治委員会｜会社法改正委員会の部会）
マレーシア 1999 年 3月：企業統治財政委員会報告書（1998 年 3月設置）

タイ 2000 年 3月：企業統治報告書（原則・ベストプラクティス）（タイ証券取引
委員会企業統治委員会）

フィリピン 2002 年 4月：企業統治コード（フィリピン証券取引委員会）

インドネシア 2000 年 3 月（2001 年 3 月改定）良い企業統治コード（企業統治委員会｜1999 年設立）

表１　東アジア諸国における企業統治コード

（出所）参考文献①をもとに筆者作成。
（注）かっこ内は制定機関。
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特集／グローバルなルール形成と開発途上国

れ
た
。
こ
の
う
ち
、
銀
行
の
企
業
統
治
は
、
バ
ー

ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
が
進
め
る
も
の
で
、
同
委

員
会
は
す
で
に
一
九
九
九
年
に
「
銀
行
の
企
業
統

治
増
進
に
関
す
る
指
針
」
を
そ
の
前
年
に
公
表
さ

れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
原
則
に
基
づ
き
採
択
し
、
現
在
そ

の
改
定
を
進
め
て
い
る
。
銀
行
の
企
業
統
治
は
、

ア
ジ
ア
企
業
統
治
白
書
の
優
先
分
野
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
お
り
、
二
○
○
六
年
六
月
に
は
、

『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
銀
行
の
企
業
統
治
に
関
す
る

政
策
ブ
リ
ー
フ
』
が
公
表
さ
れ
た
。

●
証
券
市
場
と
証
券
監
督
機
関
を
中
心

と
し
た
地
域
別
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
形

成
と
そ
の
意
義

こ
れ
ら
五
つ
の
円
卓
会
議
に
加
え
て
、
近
年
、

①
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
企
業
統
治
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
二
○
○
三
年
）、
②
汎
ア
フ
リ
カ
企
業
統
治
協

議
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
○
○
一
年
）、
③
カ
リ
ブ
企

業
統
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
○
○
四
年
）
が
創
設
さ

れ
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
地
域
で
企
業
統
治
に
関
す
る

何
ら
か
の
枠
組
み
が
動
い
て
い
る
。

各
地
域
の
円
卓
会
議
や
他
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
特

徴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
当
該
地
域
の
各

国
Ｓ
Ｅ
Ｃ
、
証
券
取
引
所
、
経
済
団
体
な
ど
証
券

市
場
に
直
接
に
関
係
す
る
諸
ア
ク
タ
ー
が
参
加
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
会
議
の
現
地
側
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
に
も
、
当
該
国
Ｓ
Ｅ
Ｃ
、
証
券
取
引
所
、

企
業
統
治
関
連
の
機
関
な
ど
が
名
前
を
連
ね
て
い

る
。
企
業
統
治
に
関
す
る
諸
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
そ

の
議
論
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
に
お
け
る
原
則
の
策
定

に
反
映
さ
せ
る
一
方
、
同
じ
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ
て
、

各
国
Ｓ
Ｅ
Ｃ
や
証
券
取
引
所
な
ど
国
内
ア
ク
タ
ー

へ
政
策
的
な
イ
ン
プ
ッ
ト
を
与
え
る
こ
と
を
可
能

と
す
る
。
さ
ら
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
や
証
券
取
引
所
が
有
す

る
規
制
制
定
権
限
は
、
か
か
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
得

ら
れ
た
ア
イ
デ
ア
や
合
意
さ
れ
た
ル
ー
ル
・
基
準

を
速
や
か
に
具
体
化
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

第
二
に
、
多
様
な
国
際
組
織
の
連
携
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
円
卓
会
議
な
ど

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
世
銀
・
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
拠
出
し

て
設
立
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ

ナ
ン
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（G

lobal C
orporate 

G
overnance N

etw
ork

）
を
中
心
に
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、

世
銀
、
国
際
金
融
公
社
（
Ｉ
Ｆ
Ｃ
）、
ア
ジ
ア
開

発
銀
行
（
Ａ
Ｄ
Ｂ
）、
米
州
開
発
銀
行
（
Ｉ
Ａ
Ｄ

Ｂ
）
と
い
っ
た
国
際
金
融
機
関
の
ほ
か
、
先
進
国

の
開
発
援
助
機
関
が
資
金
の
提
供
や
専
門
家
派
遣

を
行
っ
て
い
る
。
日
本
政
府
も
ア
ジ
ア
、
ユ
ー
ラ

シ
ア
な
ど
の
円
卓
会
議
に
資
金
提
供
し
て
き
た
。

第
三
に
、
こ
れ
ら
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
常
設
的
な
機

関
で
は
な
く
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
・
世
銀
な
ど
が
事
務
局

機
能
を
提
供
す
る
定
例
会
議
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
地
域
別
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
世
銀
な
ど
国
際
組
織
が
事
務
局
・
資

金
提
供
者
と
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
確
保
し
て
い

る
こ
と
、
証
券
市
場
に
直
接
に
関
わ
る
ア
ク
タ
ー

中
心
の
実
務
的
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
非

拘
束
的
な
文
書
の
策
定
を
主
眼
と
し
て
い
る
こ
と
、

と
い
っ
た
特
徴
は
、
当
事
者
間
で
の
実
質
的
な
議

論
の
積
み
重
ね
を
可
能
に
す
る
一
方
、
政
治
化
す

る
余
地
を
低
い
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
条

約
ル
ー
ル
の
策
定
を
指
向
す
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
、
広
く

開
発
途
上
国
を
取
り
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
反
面
、

従
来
の
先
進
国
の
通
商
官
僚
主
導
の
ル
ー
ル
形
成

の
後
退
と
、
開
発
途
上
国
の
積
極
的
関
与
が
進
み
、

合
意
形
成
の
コ
ス
ト
が
高
く
な
っ
た
の
と
は
対
照

的
で
あ
る
。

本
稿
で
紹
介
し
た
企
業
統
治
の
分
野
の
ほ
か
、

競
争
法
な
ど
の
分
野
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
非
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
諸
国
と
の
協
力
を
深
め
る
た
め
、
政
策
ご
と
に

さ
ま
ざ
ま
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
組
織
し
、
非
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
諸
国
の
広
範
な
参
加
を
確
保
す
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
。
そ
こ
で
形
成
さ
れ
る
非
拘
束
的
文
書

は
具
体
的
な
義
務
を
課
す
も
の
で
は
な
い
が
、
各

国
の
国
内
法
制
に
与
え
る
影
響
は
少
な
く
な
い
。

こ
う
し
た
特
徴
は
改
革
を
推
進
す
る
立
場
か
ら
は

望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
反
面
、
議

会
に
よ
る
条
約
の
承
認
に
相
当
す
る
よ
う
な
民
主

的
基
盤
を
手
続
的
に
確
保
す
る
契
機
を
欠
く
点
に

は
批
判
も
あ
り
得
よ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
一
端
を
担
う
で
あ
ろ
う
各
制
度
に
共
通
す

る
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

（
い 

ま
い
ず
み　

し
ん
や
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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